
　平素は格別のご高配を賜りありがたく厚くお礼申し上げます。
　ここに、当連結会計年度（自　平成28年4月1日　至　平成29年3月31日）の事業報告書をお届けするにあた
りまして、日ごろの当社グループに対するご理解とご支援に厚くお礼申し上げます。
　当連結会計年度におけるわが国経済は、雇用・所得環境に改善が見られるものの、不安定な為替相場、中国経済
をはじめとした海外経済の減速、英国のEU離脱問題、米国新政権の政策動向等により、景気の先行きは依然とし
て不透明な状況となっております。
　こうした状況のもと、当社グループにおきましては、海外経済の減速から国内外の販売が低迷し、また為替が
乱高下したこと、戸田アメリカINC.、戸田アドバンストマテリアルズINC.を連結子会社とした影響等を受け、売
上高は27,889百万円（前期比2.2%減）となり、営業損失は151百万円（前期は営業利益1,051百万円）となりま
した。
　為替差損107百万円、持分法による投資損失等694百万円等があり、経常損失は1,116百万円（前期は経常損
失1,440百万円）となりました。また、のれん償却額1,380百万円があり、親会社株主に帰属する当期純損失は
2,926百万円（前期は親会社株主に帰属する当期純損失6,865百万円）となりました。
　連結子会社及び持分法適用会社につきましては、前連結会計年度から積極的に収益改善及び縮小等を含めた
活動を行っており、徐々に改善効果は現れております。
　なお、北米におけるリチウムイオン電池用正極材料事業の合弁化に向けた活動は継続しており、複数の候補先
と協議を行っております。
　次期の見通しにつきましては、当連結会計年度と同様に依然として不透明な状況が予想されます。
　こうした状況のもと、当社グループにおきましては、コスト削減並びに原価分析による採算改善・生産性の改
善に取り組み、高収益体質への転換を目指します。また、スマートフォン向け非接触充電用フェライトシートの
事業拡大及びリチウムイオン電池用材料事業の改善等を推進し、連結業績のV字回復を図る所存であります。
　以上をふまえて平成30年3月期通期業績は、売上高34,500百万円、営業利益1,000百万円、経常利益900
百万円、親会社株主に帰属する当期純利益400百万円を見込んでおります。
　ここに、第84期の事業概要をご報告申し上げますので、今後とも格別のご理解とご支援を賜りますよう宜し
くお願い申し上げます。

代表取締役社長
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● ‌�海外経済の減速から国内外の販売が低迷し、売上高は前
期比10.7%減の15,020百万円、セグメント利益は前期比
2.3%減の2,768百万円となりました。

● ‌�戸田アメリカINC.、戸田アドバンストマテリアルズINC.を
連結子会社とした影響等を受け、売上高は前期比12.8%増
の13,208百万円、セグメント損失は525百万円（前期はセグ
メント利益425百万円）となりました。

▲ カラー舗装用着色バインダー「CSファルト」施工事例 ▲ アンテナシート306

当期の活動POINT 当期の活動POINT

機能性顔料 電子素材

売上高	 15,020百万円 売上高	 13,208百万円
前期比	 10.7%減 前期比	 12.8%増

主な関連会社
本社（広島県広島市南区）

創造本部（広島県大竹市）

大竹事業所（広島県大竹市）

小野田事業所（山口県山陽小野田市）

東京OFFICE（東京都港区）

事 業 所▶ ▶

売上高
構成比53％ 47％

報告セグメント別概況

事業所・関連会社

戸田ピグメント株式会社 （岡山県岡山市北区）
無機顔料の製造販売

東京色材工業株式会社 （東京都板橋区）
有機顔料の製造販売

戸田ファインテック株式会社 （広島県大竹市）
製造工場における業務の請負・派遣

BASF戸田バッテリーマテリアルズ合同会社 （東京都港区）
リチウムイオン電池用正極材料の製造販売

戸田工業ヨーロッパGmbH （独：デュッセルドルフ）
EUにおけるマーケティング・販売

戸田アメリカINC. （米：バトルクリーク）
リチウムイオン電池用正極材料の製造販売

戸田アドバンストマテリアルズINC. （加：サーニア）
リチウムイオン電池用正極材料の製造販売

戸田麦格昆磁磁性材料（天津）有限公司 （中：天津市）
希土類コンパウンドの製造販売

浙江東磁戸田磁業有限公司 （中：浙江省）
ボンドフェライトの製造販売

戸田塑磁材料（浙江）有限公司 （中：浙江省）
磁性コンパウンドの製造販売

戸田聯合実業（浙江）有限公司 （中：浙江省）
無機顔料の製造販売

戸田磁鉄（深圳）有限公司 （中：広東省）
ゴム磁石の製造販売

戸田国際貿易（上海）有限公司 （中：上海市）
アジアにおけるマーケティング・販売

戸田フェライトコリアCO.,LTD. （韓：釜山市）
ボンドフェライトの製造販売

TODA ISU CORPORATION （韓：江原道）
磁性材料の製造販売

国内

海外

（注）‌�上記売上高において、セグメント間の内部売上高等が、前期には14百万円、当期に
は33百万円、含まれています。

（注）‌�戸田アメリカINC.、戸田アドバンストマテリアルズINC.を連結子会社とした影響
を受け、上記売上高において、セグメント間の内部売上高等が、当期に306百万円、
含まれています。



堺化学工業社とのハイドロタルサイト製造に関する協業を開始しました。

■ 連結貸借対照表（要約） （単位：百万円）

期別
科目

前連結会計年度
平成28年3月31日

当連結会計年度
平成29年3月31日

資産の部

流動資産 20,482 18,867

固定資産 28,851 27,488

有形固定資産 17,159 17,162

無形固定資産 2,447 939

投資その他の資産 9,244 9,386

資産合計 49,334 46,356

負債の部

流動負債 21,899 21,118

固定負債 6,137 7,208

負債合計 28,037 28,327

純資産の部

株主資本 19,144 15,990

その他の包括利益累計額 1,121 1,023

新株予約権 11 25

非支配株主持分 1,020 989

純資産合計 21,297 18,029

負債純資産合計 49,334 46,356

■ 連結損益計算書（要約） （単位：百万円）

期別
科目

前連結会計年度
自 平成27年4月 1 日
至 平成28年3月31日

当連結会計年度
自 平成28年4月 1 日
至 平成29年3月31日

売上高 28,510 27,889

営業利益又は営業損失（△） 1,051 △151

営業外収益 435 247

営業外費用 2,927 1,212

経常利益又は経常損失（△） △1,440 △1,116

特別利益 604 30

特別損失 4,246 1,558

税金等調整前当期純利益又は
税金等調整前当期純損失（△） △5,082 △2,643

当期純利益又は
当期純損失（△） △6,675 △2,862

親会社株主に帰属する当期純利益又は
親会社株主に帰属する当期純損失（△） △6,865 △2,926

　堺化学工業株式会社（本社：大阪府堺市、以下「堺
化学工業」）と、ハイドロタルサイトの製造委託契約
を締結いたしました。現在堺化学工業が行っている
ハイドロタルサイトの生産の一部を戸田工業が受託
し、両社の生産体制を拡充します。
　近年、ハイドロタルサイトの世界的需要は、塩ビ用
安定剤原料やオレフィン中和剤用途の増加とともに
拡大しており、今後も特にアジア地域における著し
い経済成長ならびに塩ビ安定剤の非鉛化の流れに伴
い、さらなる成長が期待されております。
　現在ハイドロタルサイトを、戸田工業は小野田事
業所で生産し、堺化学工業は堺事業所やグループ会
社 のSakai Chemical （Vietnam） Co., Ltd.で 生
産しておりますが、今後のハイドロタルサイトの需
要拡大による事業拡大や研究開発のスピードアップ
を図るため、両社は当該事業について協業を行うこ
とといたしました。これにより、両社を合わせた年間
生産能力は、15,000トン規模になり、急成長してい

る市場のニーズに応えるものとなります。
　また、今回の受託生産では、両社で共同開発した新
たな製法により、世界市場に通用する品質およびコ
スト競争力のある新仕様のハイドロタルサイトを生
産してまいります。
　今後の予定としては、2017年9月に戸田工業の小
野田事業所で生産設備の試運転を行い、同年12月に
堺化学工業品として生産・販売を開始します。

TOPICS

財務諸表 （連結）

▲ �ハイドロタルサイト

（注）本書記載の金額は、表示単位未満を切り捨てて表示しています。



●事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
●定時株主総会開催日 6月中

（ご参考 第84期定時株主総会 平成29
年6月28日開催）

●期末配当金受領株主確定日 3月31日
●中間配当金受領株主確定日 9月30日
●基準日 定時株主総会については3月31日

その他必要あるときは、公告して
定めた日

●株式事務
株主名簿管理人及び
特別口座の口座管理機関

三井住友信託銀行株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目4番1号

株主名簿管理人
事務取扱場所

三井住友信託銀行株式会社 証券代行部
大阪市中央区北浜四丁目5番33号

（郵便物送付先） 〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

（電 話 照 会 先）  0120-782-031
（ホームページURL） http://www.smtb.jp/personal/agency/

index.html
●公告方法 電子公告

（http://www.todakogyo.co.jp/docs/
ir/j/index.html）
ただし、電子公告によることができない事
故その他やむを得ない事由が生じたとき
は、日本経済新聞に掲載して行います。

株主メモ

ご案内
● 株式に関する住所変更等のお届出及びご照会について
　証券会社の口座をご利用の場合は、三井住友信託銀行株式会社では
お手続きができませんので、取引証券会社へご照会ください。証券会社の
口座のご利用がない株主様は、上記の電話照会先までご連絡ください。

● 特別口座について
　株券電子化前に「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）を利用され
ていなかった株主様には、株主名簿管理人である上記の三井住友信託銀
行株式会社に口座（特別口座といいます。）を開設しております。特別口
座についてのご照会及び住所変更等のお届出は、上記の電話照会先にお
願いいたします。

会社概要
● 会社概要（平成29年3月31日現在）

商 号 戸田工業株式会社
  （TODA KOGYO CORP.）

本 店 所 在 地 広島県広島市南区京橋町1番23号
☎082（577）0055

設 立 昭和8年11月30日（創業：文政6年）

資 本 金 74億77百万円

事 業 目 的 1. 顔料の製造、加工および販売
2. 磁性材料の製造、加工および販売
3. その他の無機薬品の製造、加工および販売
4. 環境保全設備の設計、施工および販売
5. 記録媒体の製造、加工および販売
6. ‌�土木工事、とび・土工工事、鋼構造物工事

および舗装工事の請負、企画、設計、監理
およびコンサルティング

7. 前各号に付帯する一切の業務

ホームページアドレス http://www.todakogyo.co.jp/

● 役　員（平成29年6月28日現在）

代表取締役会長 久保田　　　正

代表取締役社長 寳 來 　 茂

常務取締役 岡 宏

常務取締役 長 瀬 光 範

取締役 釣 井 哲 男

取締役（社外取締役） 桑 野 秀 光

取締役（社外取締役） 長谷川　浩　二

監査役（常勤監査役） 中 川 隆 行

監査役（社外監査役） 大 本 宜 司

監査役（社外監査役） 髙 野 幹 夫

監査役（社外監査役） 長谷川　臣　介

● 株式の状況

株式の状況 （平成29年3月31日現在）

発行可能株式総数 193,000,000株

発行済株式の総数 60,991,922株

株主数 6,693名

上場金融商品取引所 東京証券取引所市場第一部

● 大株主の状況

（注）1.上記のほか当社所有の自己株式3,404千株があります。
　　 2.持株比率は自己株式を控除して計算しています。

株主名 持株数（千株） 持株比率（%）

伊藤忠商事株式会社 12,600 21.9

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 5,352 9.3

株式会社広島銀行 2,174 3.8

堤浩二 1,551 2.7

株式会社中国銀行 1,200 2.1

高橋由紀子 1,029 1.8

日本マスタートラスト信託銀行株式会社 922 1.6

DFA INTL SMALL CAP VALUE PORTFOLIO 849 1.5

明治安田生命保険相互会社 844 1.5

中村義巳 730 1.3

● 株主の構成

■ 50万株以上� 52.1%
■ 5万株以上50万株未満
� 14.6%
■ 5千株以上5万株未満
� 20.3%
■ 5千株未満� 13.0%

■ 個人その他� 39.3%
■ その他国内法人
� 28.9%
■ 金融機関� 23.1%
■ 証券会社� 2.9%
■ 外国法人等� 5.8%

■ 北海道� 0.3%
■ 東北� 0.8%
■ 関東� 56.2%
■ 中部� 4.1%
■ 近畿� 9.9%
■ 中国� 20.3%
■ 四国� 1.1%
■ 九州� 1.5%
■ 海外� 5.8%

所有株数別分布状況
（持株比率）

所有者別分布状況
（持株比率）

地域別分布状況
（持株比率）


